










編 集 後 記
私が保健学科に着任 した年に看護学雑誌の編集委員長を引き受け、そ して長い年月が過ぎ、定年退職
に近い年 にな り、再度編集委員長 を務めることにな りま した。看護学雑誌のあ り方について今 まで さま
ざまな意見がでてきま した。看護学雑誌 は、紀要 としての位置づけなので、保健学科 としては原著論文
として認 め られませ ん。 しか し紀要 にしては、査読はかな り厳 しい との意見も聞かれます。
私 自身の考 えとしては、 この看護学雑誌を、大学院生や卒業生が論文執筆 の訓練の場 として活用 して
もらえばよい と思っています。私は米国に留学 して論文を書 くときに、 日本 で文章 を書 く訓練を受けて
いなかったの と、英語力の低 さとですごく大変な思い をしま した。今でも論文を書いた り、論文 を指導
した りす るのは容易 なことではあ りません。論文 を書いて査読者や他の人の意見を聞き、再度書 き直す
ことによ り、論文を書 く技術 が上達 していきます。査読は無料です し、論文 を書く練習 をさせてもらっ
ているとpositiveに 考えることが論文上達への道だ と思います。今後、大学院生や看護部の方か ら積極的
に看護学雑誌 に投稿す る人が増えることを期待 して、筆 をおきます。
(編集委員長:看 護実践開発科学講座 牧本清子)
編 集 委 員 会
委 員 長 牧本 清子(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 看護実践開発科学講座)






荒尾 晴惠(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 看護実践開発科学講座)
伊藤 美樹子(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 総合ヘルスプロモーション科学講座)
田中 恵子(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 生命育成看護科学講座)





井上 智子(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 総合ヘルスプロモーション科学講座)
大野 ゆう子(同 上)
石井 豊恵(同 上)
島田 三惠子(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 生命育成看護科学講座)
永井 利三郎(同 上)
渡邊 浩子(同 上)
梅下 浩司(大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 看護実践開発科学講座)
清水 安子(同 上)
瀬戸 奈津子(同 上)
師岡 友紀(同 上)
一112一
